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家畜ふん尿処理によるメタンガスの発生とその利用に関する実証試験
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1　は　し　が　き

家畜ふん尿を活用したメタンガスの利用による代替エネ

ルギーの普及をはかるため，本装置の実証展示と併せ，メ

タンガスの発生性能と実用化に必要な改善点の検討を行い，

省エネルギーの浸透に資するペく調査を実施し，その成績

を得たので報告する。

2　■試　験　方　法

実射こ用いた発酵槽は全容積9．07ガ（ふん尿宰領7．2正）

の断熱材を備えたFRr製である。その処理能力は豚で40

銀のふん尿規模で，1日当たりのメタンガス発生量は107ガ

容量のものである。

供試材料は水分70％（67～76％）前後の豚ふんを用い，

1日当たりの投入量は80毎とした。ふんの稀釈方法は豚ふ

ん1：温水3～Sの比率で稀釈し，稀釈温水は市販の瞬間

湯沸器を用い，メタンガスを熱源として水道水を55－65℃

に加温して稀釈に使用した。稀釈直後の原料は45～54℃に

て発酵槽内へ投入した。

ふんの投入時刻は午前8．00～8．30時までに行い，投入後

30分間，ガスホールダー中のメタンガスをコンプレッサー

（15ふ／分）にて還流させ，発酵槽内の汚泥を洗絆した。温

度の測定時刻は外気温と投入前の槽内温度及びガスの発生

量は年前8．00時，投入挽絆後の槽内温度は午前9．00時に行

った。
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図1　メタンガス実験装置のフローシート

なお，メタンガス実験装置のフローシートを示すと図1

のとおりである。
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3　結果及び考察

（l）外気温と槽内温度並びにメタンガスの発生量

稀釈倍率5倍の調査によるが．供試ふんの投入後から投

入前までの一昼夜における槽内温度の低下は，表1に示す

とおり，1℃（0．4～1．0℃）以内であった。また，図2Iこ示

すとおり，外気温が低下し，更に氷点下になっても槽内温

度の著しい低下やメタンガスの発生量の減少等は認められ

なかった。

表1外気温と槽内温度並びにメタンガスの発生量

調 凋 外 室 楕円温度（℃） 湿 ガ発

査 査

日

気
内
温
投 投

度 生

月 数 温 度 入 入 差 ス量

日 （日） （℃ ） （℃ ） 後 前 （℃ ） （め 勺）

％ 9～ 19‘ 8 14．4 32．0 3 1．5 0．5 9．3

19う1 、 24 4 9．6 30．8 30．0 0．8 8．4

1井 8 ～ 20 3 4．8 5．2 28．0 27．6 0．4 7．4

1舛 7 ～ 19 3 － 1．4 － 0．7 28．7 28．0 0．7 8．2

1祐 3 － 26 4 － 1．2 －0．5 28．5 27．5 1．0 9．1

宛 5 ～ 27 3 － 1．6 － 0．7 27．3 26 ．8 0．5 8．1

宛 ～ 6 5 0．8 4．1 27．4 26．8 0．6 8．5

舛 ～ 3 3 3．6 6．7 27．5 26．9 0．6 8．6

舛 5～ 17 3 7．9 10．7 29．0 28．3 0 ．7 9．0

如 ク～ 24 3 13．9 14．0 27．7 27．2 0．5 8．8
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図2　外気温と櫓内温度並びにメタンガスの発生壷
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このことは，発酵槽を従来のコンクリート製から断熱材併

用のFRPに改善し，更に槽内温度やガス発生に及ぼす外気

温の影響を少なくするため，直径2m，長さ3．7mの発酵槽

を室内の地下へ1．6m埋没したことによるものと考察された。

なお，槽内温度を高くすると，ガスの発生量が多くなり，

反対に低くすると少なくなる傾向が認められた。

（2）槽内温度とメタンガスの発生量

図3に示すとおり，槽円温度が32、34℃で，1日当たり

のガス発生量は10．3ガと最も多く，次いで，28～30℃で9，3

～9．4ガであった。それ以下の温度にすると，漸次温度が

低下するほつれて減少する傾向を示し，25℃では8．27オと

なり，更に20℃では4．8ガと30℃前後の光の発生量であっ

た。したがって，四季を通じて効率的にメタンガスを生産

するには，発酵槽を適温に保持する必要があり，また，家

畜ふん尿処理利用による代替エネルギーとしてのメタン活

用を農家へ普及させる場合の槽内温度は30℃前後が好適温

と考えられる。すなわち，32℃以上にすると，ガスの発生

量が多くなるが，冬期間の場合，常時32℃以上の一定の温

度を保つためには，メタンの熱源以外に電熱，石手札　プロ

パン等の熱源を必要とするので経済性からみて高いコスト

になる懸念があり不利な条件と考えられる。
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図3　槽内温度とガス発生量

（3）稀釈倍率とメタンガスの発生畳

表2のとおり，メタンガスの発生量の最も多い稀釈倍率

は5倍で，その固形物濃度は6．2％，1日当たりのガス発生

量は8．2汀rであった。次いで4倍稀釈は固形物濃度7．9％で

7．67才，5．6倍は5．6％で7．47ガの発生量であった。

鶏ふんのメタン発軌こおいて，汚泥濃度と汚泥当たりの

メタン発生量を調べたHAS ANg。りの報告によると，5

～7％の固形物濃度で最高のガス発生が得られ，H適EI址－

oTO〟。上空）も肉用牛ふん尿の高温発軌こおいて最大初期

汚泥演度は8％で，それ以上ではメタン発酵が妨げられる

としている。また，桧垣3）は，固形物濃度6、7％が適当

であるので，ふん尿を3－4倍に稀釈する必要があるとし

蓑2　稀釈温水圭とガス発生量，仕向量

稀　　 釈　　 水 （ ヱ ） 4 20 3 70 3 2 0 2 40

倍　　　　　 率 （ 倍 ） 6 ．3 5 ．6 5 ．0 4 ．0

固　　 形　　 物 （ ％ ） 4 ．7 5 ，6 6 ．2 7 ．9

ガ ス の 発 生 量 （戒／白） 7 ．2 7 ．4 8 ．2 7．6

慧 警 笠 置 孟 量 （ 。 ）
5 ．4 4 ．9 4 ．3 3．2

ガ ス 利 用 可 能 皇 （ゆ 匂 ） 1 ．8 2 ．5 3 ．9 4 ．4

ており，これらのことから，本調査における5倍稀釈が発

生量において最もよいことが判明した。

14）稀釈温水に使用したガスの仕向量及び利用可能量

豚ふん80柳こおいて，稀釈倍率5．6倍で5．47ガを使用し，

5・0倍で4．3が，4．0倍で3．2Ⅳrの仕向量であった。また，

メタンの利用可能量では，4倍稀釈で4．47ガと最も多い利用

可能量であり，ガス発生量の多い5倍稀釈は3．97ガであった。

4　ま　　と　　め

豚ふんを用い，その稀釈方法は豚ふん1：温水3～Sの

比率で稀釈し，直ちに撹拝した後45～封℃にて発酵槽内へ

投入した。その結果を要約すると，外気温と槽内温度並び

にメタンガスの発生量では，外気温による槽内温度の著し

い低下やガス発生の減少等は認められなかったが，槽内温

度を高くすると，ガスの発生量が多くなり，低くすると少

なくなる傾向を示した。特に楕円温度が25℃以下になると

顕著な減少を示し，20℃では30℃前後の光の発生量であ

った。ふんの稀釈倍率では5倍稀釈が最も多く発生し，そ

の固形物濃度は6．2％であった。稀釈温水に使用したメタ

ンガスの仕向量は，ふんの投入量80晦において，稀釈倍

率5．6倍で4．9正，5．0倍で4．3ガ，4．0倍で3．2ガであった。

また，メタンガスの利用可能童は，5倍稀釈で3．9す，4

倍稀釈で4．4ガであった。
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